
収
支
の
部

支
出
の
部

《
平
成
29
年
度
会
計
報
告
》

平成28年度よりの繰越金 3,190,413
年会費・総会総収入 
（年会費1457人　総会156人） 3,580,000
利　子 16
合　計 6,770,429

会報印刷送料（２回分） 1,032,938
会員管理システム保守費用他 518,400
親和会総会・懇親会関係費用 535,190
事務局備品購入費 121,087
事務局運用諸経費 1,332,416
合　計 3,540,031
次年度繰越金 3,230,398

　

去
る
2
0
1
7
年
11
月
11
日
（
土
）、
第
1
6
6
回

親
和
会
総
会
・
懇
親
会
が
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

山
上
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
新
し

い
企
画
と
し
て
、
総
会
・
懇
親
会
を
さ
ら
に
一
層
盛
り

上
げ
る
目
的
で
、
総
会
の
前
に
著
名
な
卒
業
生
に
ご
講

演
を
頂
く
こ
と
と
な
り
、
第
1
回
目
の
今
回
は
、
東
京

大
学
第
28
代
総
長
で
三
菱
総
合
研
究
所
理
事
長
・
プ
ラ

チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
の
小
宮
山
宏
先
生
に

「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
へ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
た

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
（
会
場
：
2
階
大
会
議
室
）。

ご
講
演
で
は
、
小
宮
山
先
生
が
収
集
さ
れ
た
、
世
界
や

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向
な
ど
の
数
多
く
の
最
新
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
現
代
社
会
の
現
状
が
分
析
さ
れ
、
量
的

成
長
か
ら
質
的
成
長
へ
の
転
換
、
新
し
い
ソ
ー
ス
を
利

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物
資
源
の
自
給
、
科
学
技
術

を
生
か
し
た
健
康
自
立
や
医
療
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
形
成

に
よ
る
生
活
の
質
的
向
上
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
が

目
指
す
べ
き
方
向
性
へ
の
提
言
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
論

理
的
に
考
察
を
積
み
上
げ
た
後
に
示
さ
れ
た
「
常
識
を

疑
い
、
制
度
を
変
え
よ
う
、
転
換
期
で
す
」、
と
い
う

最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印
象
的
で
し
た
。
小
宮
山
先
生

の
ご
講
演
に
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
是
非
、
親
和

会
会
報
38
号
の
温
故
知
新
に
寄
稿
さ
れ
た
記
事
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
親
和
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。）

　

続
い
て
、
会
場
を
1
階
談
話
ホ
ー
ル
へ
と
移
し
て
、

総
会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
立
間
徹
先

生
の
司
会
の
も
と
、
千
葉
泰
久
会
長
か
ら
開
会
の
ご
挨

拶
を
頂
い
た
の
ち
、
事
務
局
の
侘
美
次
彦
氏
に
よ
る
会

計
報
告
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
小
林
幸
子
氏
（
平
成
4
年
卒
、
運
営
幹

事
）
の
総
合
司
会
の
も
と
、
斉
藤
泰
和
先
生
の
ご
発
声

に
よ
る
乾
杯
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
化
学

生
命
工
学
科
の
加
藤
隆
史
先
生
か
ら
は
、
化
学
生
命
系

3
学
科
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、
現
在
は
3
学
科
の
研

究
室
が
工
学
部
3
号
館
の
5
階
か
ら
9
階
を
利
用
し
て

お
り
、
従
来
か
ら
利
用
し
て
い
た
工
学
部
5
号
館
に
は

講
義
室
や
学
生
実
験
室
等
が
あ
る
こ
と
、
化
学
分
野
に

お
け
る
東
大
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、
現
在
の
3
学

科
の
活
躍
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
駒
場
生
へ
の

勧
誘
の
際
に
使
わ
れ
る
ス
ラ
イ
ド
だ
っ
た
そ
う
で
、
大

変
魅
力
的
な
3
学
科
の
様
子
に
、
思
わ
ず
再
び
化
学
生

命
系
で
学
び
た
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
恒
例
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
平
成
14
年
卒
運
営
幹
事
に
よ
り
企
画
さ

れ
た
「
卒
業
生
格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
―
一
流
卒
業
生
に

ビ
ー
ル
の
常
識
は
あ
る
か
？
―
」
で
し
た
。
こ
れ
は
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
で
ビ
ー
ル
等
2
種
類
の
飲
料
を
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
、
そ
の
銘
柄
を
選
択
肢
か
ら
当
て
る
と
い

う
も
の
で
、
2
人
1
組
の

4
組
対
抗
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
運
営
幹
事
会
で
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
な
っ
た
時

に
は
、
ハ
ズ
レ
が
続
出
し

難
問
す
ぎ
る
の
で
は
と
の

心
配
も
あ
っ
た
中
、
参
加

者
か
ら
は
的
中
が
続
出
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
争
い
が
繰

運
営
幹
事　

物
質
・
材
料
研
究
機
構 

主
幹
研
究
員　

廣
田　

憲
之
（
平
成
４
年
卒
）

第
1
6
6
回
親
和
会 

総
会
・
懇
親
会 

報
告

日　　時：平成30年11月10日（土曜日）
　　　　　17：00～19：00
場　　所：学士会館210号室
　　　　　東京都千代田区神田錦町3-28
運営幹事：平成５年・平成15年卒会員

第167回親和会総会・懇親会のお知らせ第167回親和会総会・懇親会のお知らせ

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

忖
度
が
あ
っ
た
の
か
な

か
っ
た
の
か
、
皆
さ
ん

の
期
待
通
り
に
小
宮
山

宏
元
総
長
・
内
田
さ
や

か
さ
ん
組
が
見
事
に
優

勝
さ
れ
、
東
大
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
純
米
大
吟
醸
の

「
淡
青
」
を
獲
得
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

4
回
親
和
会
会
長
杯
ゴ

ル
フ
大
会
の
結
果
報
告
が
尾
嶋
正
治
副
会
長
よ
り
な
さ

れ
、
続
い
て
、
新
し
く
化
学
生
命
系
に
着
任
さ
れ
た
先

生
方
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
閉
会
に
際
し
て
、

今
年
度
の
運
営
幹
事
の
紹
介
と
次
期
幹
事
（
平
成
5
年

卒
、
平
成
15
年
卒
）
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
無
事
に
幹
事

を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

尾
嶋
副
会
長
の
閉
会
の
ご
挨
拶
と
一
本
締
め
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
に
と
っ
て
も
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

や
諸
先
輩
方
、
同
期
や
若
い
方
た
ち
と
お
話
し
す
る
機

会
が
得
ら
れ
、
大
変
有
意
義
で
楽
し
い
会
で
し
た
。
集

ま
っ
た
同
期
の
仲
間
と
は
、
二
次
会
で
も
旧
交
を
温
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
同
期
の
存
在
と
い
う

の
は
あ
り
が
た
い
も
の
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
の
参
加
者
は
83
名
で
し
た
。
多
く
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
一
方
、
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
方
は

1
5
6
名
に
も
な
る
と
の
こ
と

で
す
。
参
加
さ
れ
な
か
っ
た

方
々
か
ら
の
会
費
振
込
は
、
親

和
会
の
活
動
へ
の
温
か
い
ご
支

援
だ
と
存
じ
ま
す
が
、
次
回
は

是
非
、
実
際
に
参
加
し
て
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。
来
年
の
総

会
・
懇
親
会
の
盛
会
と
親
和
会

の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

お
祈
り
し
つ
つ
、
報
告
を
終
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　今年は例年使っていました東京大学山上会館が９月末まで
改修工事があり、事前予約ができませんので、学士会館を使
用することになりました。
　総会・懇親会の詳しい内容は９月に発行する会報41号でご
紹介します。また親和会ホームページにも掲示いたしますの
で、お待ちください。
　本年も多くの方にご参加いただけるよう、予定おきください。
　ホームページアドレス　http://shinnakai.com
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化
学
シ
ス
テ
ム

工
学
専
攻
を
退
職

し
て
か
ら
も
う
10

年
経
つ
が
、
退
職

し
て
か
ら
の
5
年

間
は
東
大
に
再
就

職
し
て
、
浅
野
地
区
の
12
号
館
に
あ
っ
た
工

学
系
研
究
科
J
A
X
A
社
会
連
携
講
座
（
ロ

ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
モ
デ
リ
ン
グ
ラ
ボ
）
の
特

任
教
授
と
し
て
勤
務
し
た
。
こ
の
講
座
で
、

J
A
X
A
や
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
の
流
体
力

学
を
専
門
と
す
る
若
手
研
究
者
と
共
に
ロ

ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
は
膨
大
な

費
用
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
J
A
X
A
で

は
費
用
削
減
と
開
発
期
間
の
短
縮
を
目
的
と

し
て
、
開
発
に
必
要
な
実
験
の
一
部
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
置
き
換
え
る
こ
と
が
10
年
以

上
前
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
時
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
は
「
単
な
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
あ
る
」
と

酷
評
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
燃
焼
の
化
学
・
物
理
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
き
ち
ん
と
取
り
入
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
実
験
結
果
を
再
現
で
き
ず
設
計
に
は
と

て
も
使
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

我
々
の
講
座
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
化
学
・
物
理

に
基
づ
い
た
信
頼
性
の
高
い
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
構
築
す
る
事
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。

　

一
般
に
燃
焼
現
象
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
反
応
性
流
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
は
化

学
反
応
と
流
体
現
象
を
カ
ッ
プ
ル
さ
せ
て
解

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
次
の

三
つ
の
困
難
が
あ
る
。
ま
ず
、
独
立
変
数
が

増
加
す
る
。
流
体
力
学
の
基
礎
方
程
式
（
ナ

ビ
エ
・
ス
ト
ー
ク
ス
方
程
式
）
の
独
立
変
数

は
5
つ
（
三
つ
の
空
間
座
標
（
あ
る
い
は
速

度
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
運
動
量
）
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
化
学
反
応
を
入
れ
る
と
、
考
慮
す
べ

き
化
学
種
が
N
種
で
あ
れ
ば
変
数
の
数
は

N
+
5
と
な
る
。
炭
化
水
素
燃
料
、
た
と
え

ば
セ
タ
ン
を
燃
料
と
し
た
場
合
、
N
は

7
0
0
0
程
度
に
な
る
か
ら
解
く
べ
き
移
流

方
程
式
の
数
は
7
0
0
5
程
度
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
次
に
、
流
体
の
時
定
数
と
化
学

反
応
の
時
定
数
の
違
い
が
問
題
で
あ
る
。
燃

焼
反
応
の
よ
う
な
ラ
ジ
カ
ル
連
鎖
反
応
系
で

は
非
常
に
速
い
素
反
応
と
、
遅
い
素
反
応
と

が
混
在
し
、
ま
た
流
体
の
時
定
数
と
も
異
な

る
。
こ
の
よ
う
な
時
定
数
の
大
き
く
異
な
る

微
分
方
程
式
系
は
「
剛
直
性
（Stiffness

）」

が
強
く
、
陽
解
法
で
は
解
け
ず
陰
解
法
を
使

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
流
体
計
算
で

計
算
格
子
が
多
い
場
合
（
数
千
万
〜
数
億
メ
ッ

シ
ュ
）、
陰
解
法
を
用
い
る
こ
と
は
計
算
コ
ス

ト
の
面
か
ら
現
実
的
で
は
な
い
。
3
つ
目
の

問
題
は
拡
散
係
数
や
熱
伝
導
率
な
ど
の
輸
送

係
数
で
、
N
の
自
乗
で
計
算
時
間
が
長
く
な

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
は
流
体
計
算
の

知
識
の
み
な
ら
ず
、
化
学
反
応
に
対
す
る
知

識
も
必
要
で
あ
る
。
詳
細
は
述
べ
な
い
が
、

流
体
力
学
を
専
門
と
す
る
若
手
研
究
者
と
の

共
同
作
業
で
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
を
試
み
た

こ
と
は
大
変
に
楽
し
い
経
験
で
あ
り
、
新
し

い
陽
解
法
の
開
発
な
ど
で
か
な
り
の
部
分
の

改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

現
在
の
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
（
H
―

Ⅱ
A
，B
）

や
次
期
の
H
3
は
液
体
水
素
燃
料
と
液
体
酸

素
を
用
い
る
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
そ
の
燃
焼
圧
は

2
0
0
気
圧
、
燃
焼
温
度
は
3
0
0
0
K
程

度
に
な
る
。
液
体
水
素
は
ロ
ケ
ッ
ト
ノ
ズ
ル

の
冷
却
に
使
わ
れ
た
後
に
1
0
0
K
程
度
で

燃
焼
室
に
入
る
が
臨
界
圧
以
上
の
圧
力
で
あ

る
。
一
方
酸
素
は
液
体
で
噴
射
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
超
臨
界
流
体
と
液
体
の
混
合
は
ど

う
な
る
の
か
も
大
変
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

亜
臨
界
の
同
軸
噴
流
で
は
、
せ
ん
断
に
よ
る

微
粒
化
と
そ
の
蒸
発
に
よ
り
混
合
し
燃
焼
す

る
が
、
超
臨
界
で
は
界
面
張
力
が
な
く
な
る

の
で
微
粒
化
し
な
い
。
ま
た
、
水
素
は
燃
料

と
し
て
は
最
も
単
純
で
そ
の
燃
焼
反
応
機
構

も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
た
と
え
ば

質
量
燃
焼
速
度
が
10
気
圧
以
上
で
減
少
す
る

傾
向
は
既
往
の
反
応
機
構
で
は
再
現
で
き
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
は
、
流
体

計
算
技
術
と
と
も
に
量
子
化
学
計
算
と
反
応

速
度
論
も
必
要
で
あ
っ
た
。
現
在
、
H
3
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
そ
の
エ
ン
ジ
ン

（
L
E
―

9
）
開
発
に
は
燃
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
用
い
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
我
々

の
講
座
の
成
果
が
少
し
は
役
に
立
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

2
0
1
0
年
に
金
星
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」

が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
が
、
軌
道
投
入
に
失
敗

し
た
。
こ
れ
は
ス
ラ
ス
タ
ー
（
軌
道
制
御
用

の
小
型
エ
ン
ジ
ン
）
の
ト
ラ
ブ
ル
が
原
因
で

あ
っ
た
。
こ
の
ス
ラ
ス
タ
ー
の
燃
料
は
ヒ
ド

ラ
ジ
ン
（
N
2
H
4
）、
酸
化
剤
は
四
酸
化
二

窒
素
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
混
合
し
た
だ
け
で

爆
発
的
に
反
応
す
る
の
で
着
火
源
は
不
要
で

あ
る
が
、
そ
の
制
御
は
難
し
い
。
ヒ
ド
ラ
ジ

ン
と
N
2
O
4
を
混
ぜ
た
だ
け
で
室
温
で
も

着
火
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
J
A
X
A
や
メ
ー

カ
ー
の
技
術
者
は
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
を
説
明
で
き
る
反
応
機
構

は
世
の
中
に
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
我
々
は

量
子
化
学
計
算
と
反
応
速
度
論
に
基
づ
い
て

こ
れ
を
構
築
し
、
若
手
研
究
者
の
努
力
に
よ

り
気
相
詳
細
反
応
機
構
を
組
み
込
ん
だ
流
体

計
算
に
も
成
功
し
た
。

　

5
年
前
に
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
モ
デ
リ
ン

グ
ラ
ボ
は
終
了
し
た
が
、
そ
の
後
も
若
手
研

究
者
と
の
交
流
は
続
い
て
い
る
。
ヒ
ド
ラ
ジ

ン
と
N
2
O
4
の
燃
焼
で
生
成
す
る
硝
酸
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
の
微
粒
子
の
生
成
モ
デ
ル
、
お

よ
び
液
相
の
素
反
応
モ
デ
ル
の
構
築
が
現
在

の
私
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
彼
ら
の
邪
魔
に
な

ら
な
い
範
囲
で
こ
れ
か
ら
も
遊
ん
で
い
だ
だ

こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

温
故
知
新

「
化
学
と
ロ
ケ
ッ
ト
」

越
　
光
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
昭
和
47
年
燃
料
工
学
科
卒 
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こ
れ
が
　
　
　
で
す
！

売

り

売

り

化
学
・
生
命
系
研
究
室
紹
介
　
第
14
回

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
　
山
田
・
大
久
保
研
究
室

　

我
々
の
研
究
室
は
2
0
0
9
年
4
月
に
教
授
1
名
、
助
教
1
名
、
学
部
学
生
2
名
の

4
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
教
授
1
名
、
准
教
授
1
名
、
講
師
１
名
、

特
任
助
教
１
名
、
研
究
員
9
名
を
は
じ
め
と
す
る
総
勢
38
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
は
じ
め
と
す
る
蓄
電
デ
バ
イ
ス
革
新
を
志
向
し
た

機
能
性
材
料
の
基
礎
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
機
化
学
、
電
気
化
学
、
溶
液
化
学
な

ど
の
学
問
領
域
を
ベ
ー
ス
に
、
新
規
材
料
の
開
発
か
ら
反
応
機
構
解
明
、
実
用
に
向
け

た
最
適
化
、
新
規
デ
バ
イ
ス
開
発
ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
電
子
機
器

や
自
動
車
に
内
蔵
さ
れ
普
段
は
人
の
目
に
と
ま
ら
な
い
蓄
電
デ
バ
イ
ス
で
す
が
、
携
帯

電
子
機
器
の
普
及
お
よ
び
電
力
社
会
へ
の
移
行
が
進
む
現
代
で
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
極
め
て
重
要
な
役
目
を
負
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
〝
縁
の
下
の
力
持
ち
〞
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
蓄
電
デ
バ
イ
ス
を
飛
躍
的
に
高
性
能
化
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
社
会
構
造
を
も
変
え
て
し
ま
う
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

携
帯
電
話
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及
に
よ
る
現
代
の
高
度

情
報
化
社
会
の
実
現
に
は
、
小
型
・
軽
量
か
つ
高
容
量
の
蓄
電
デ
バ
イ
ス
で
あ
る
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
発
明
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
へ
の
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
よ
り
、
次
世
代
電
気
自
動
車
用
途
や
風
力
・

太
陽
光
発
電
併
設
用
途
の
さ
ら
な
る
高
性
能
蓄
電
デ
バ
イ
ス
の
開
発
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
高
容
量
・
高
出
力
・
高
安
全
の
革
新
的
蓄

電
デ
バ
イ
ス
の
実
現
が
社
会
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

各
学
生
が
材
料
の
合
成
か
ら
、
構
造
解
析
、
物
性
評
価
、
そ
れ
を
用
い
た
蓄
電
池
評

価
、
企
業
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
実
用
化
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

研
究
室
の
中
に
実
験
科
学
と
理
論
計
算
科
学
を

専
門
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
対
等
な
立
場
で
共
存

し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
、
常
に
互
い
を

強
く
意
識
し
刺
激
し
合
い
、
深
く
相
互
理
解
し

な
が
ら
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
実
験
で
し

か
追
求
で
き
な
い
こ
と
、
理
論
計
算
で
し
か
解

き
明
か
さ
れ
な
い
こ
と
、
両
者
の
融
合
に
よ
っ
て

初
め
て
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
冷
静

に
見
極
め
な
が
ら
最
適
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
科
研
費
特
別
推
進
研
究
「
新
材
料
・

新
界
面
統
合
設
計
戦
略
に
基
づ
く
革
新
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」、
文
科
省
元
素

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
実
験
と
理
論
計
算
科
学
の

イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
に
よ
る
触
媒
・
理
論
の
元
素
戦

略
研
究
拠
点
」
を
軸
足
に
、
企
業
と
の
大
型
共

同
研
究
を
通
じ
て
研
究
成
果
の
社
会
実
装
を

着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　

石
井
研
究
室
は
、
2
0
0
6
年
に
生
産
技
術
研
究
所 

物
質
環
境
系
部
門
、
工

学
系
研
究
科 

応
用
化
学
専
攻
の
機
能
性
錯
体
化
学
研
究
室
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
10
名
程
度
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
錯
体
機
能
化
学
特
論
」・

「
無
機
化
学
Ⅱ
」
の
講
義
も
行
い
な
が
ら
、
教
育
・
研
究
を
担
当
し
お
り
ま
す
。

　

背
景
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
近
年
、
分
子
性
物
質
科
学
分
野
は
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
合
成
・
分
離
精
製
技
術
の
発
展
に
よ

り
、
数
多
く
の
分
子
が
新
規
に
合
成
さ
れ
、
他
方
、
こ
れ
ら
の
物
性
測
定
法
や

量
子
化
学
計
算
も
、
大
き
く
進
歩
し
て
い
ま
す
。
原
子
レ
ベ
ル
で
精
密
に
性
質

を
制
御
で
き
る
分
子
の
利
点
を
鑑
み
る
と
、
指
数
関
数
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い

る
こ
れ
ら
物
質
群
を
積
極
的
に
機
能
・
技
術
へ
具
現
化
す
る
こ
と
は
、
今
後
の

科
学
技
術
に
お
け
る
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
石
井
研
で
は
、
膨
大
な
新
規
分
子
及
び
物
性
に

対
し
、
新
機
能
・
価
値
等
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
分
子
機
能
を
開
拓
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
研
究
で
は
、
面
白
か
っ
た
！
と
思
え
る
・
思
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
新
分
野
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
近
、
分
子
機
能
開
拓
に
お

い
て
、〝
マ
ウ
ス
に
投
与
さ
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
C
を
蛍
光
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
〞
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
、
石
井
研
が
得
意
と
す
る
量
子
化
学
を
基

盤
と
し
て
い
ま
す
が
、
バ
イ
オ
を
専
門
と
す
る
酒
井
研
、
片
山
化
学
工
業
㈱
と

の
共
同
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ル
シ
ア
ン
ブ

ル
ー
錯
体
を
布
へ
固
定
化
し
た
〝
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
除
染
布
〞
も
開
発
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
生
産
技
術
研
究
所
の
化
学

系
有
志
、
小
津
産
業
㈱
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
分
野
横

断
型
も
し
く
は
産
学
連
携
型
共
同
研
究
が
、

石
井
研
の
特
長
と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
命
の
ホ
モ
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
起

源
の
候
補 

磁
気
キ
ラ
ル
二
色
性
を
、
有
機
化

合
物
で
初
観
測
す
る
な
ど
、
新
し
い
サ
イ
エ

ン
ス
の
開
拓
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
新
学
術
領
域
研
究
「
ソ
フ
ト
ク
リ

ス
タ
ル
」
の
枠
組
み
の
中
で
、
未
開
拓
の
領

域
と
い
え
る
〝
柔
ら
か
な
分
子
性
結
晶
〞
の

研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
基
礎
研
究
を
役
立
つ
技
術
へ
昇
華
す
る
こ

と
」
及
び
「
専
門
性
を
有
し
な
が
ら
新
分
野

に
挑
戦
で
き
る
人
材
の
育
成
」
を
両
輪
と
し
、

教
育
・
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

応
用
化
学
専
攻
　
石
井
研
究
室

　

私
た
ち
の
研
究
室
は
、
2
0
1
4
年
に
生
産
技
術
研
究
所
に
「
物
質
・
環
境
系
部
門　

分

子
細
胞
工
学
分
野
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
留
学
後
に
着
任
し
た
時
に
は

た
っ
た
一
人
の
研
究
室
で
し
た
が
、
現
在
は
８
名
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
研

究
室
メ
ン
バ
ー
は
半
数
が
外
国
人
な
の
で
、
基
本
的
に
英
語
を
使
っ
て
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
と
研
究
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、
実
験
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

没
頭
す
る
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
お
か
げ

で
す
。

　

大
き
な
目
標
は
、
体
の
中
で
神
経
細
胞
が
作
ら
れ
、
そ
し
て
自
然
に
集
ま
っ
て
組
織
や
回

路
を
形
成
す
る
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
に
、
神
経
細
胞
の
中
で
必

要
な
場
所
で
必
要
な
量
だ
け
タ
ン
パ
ク
質
が
合
成
さ
れ
る
仕
組
み
を
解
明
す
る
こ
と
と
、
神

経
細
胞
が
自
分
で
集
ま
っ
て
組
織
を
形
成
す
る
こ
と
を
体
外
で
再
現
す
る
こ
と
、
の
２
つ
を

目
指
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

神
経
細
胞
の
中
の
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
制
御
す
る
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

ま
さ
に
核
酸
配
列
の
遺
伝
暗
号
が
ペ
プ
チ
ド
配
列
に
変
換
さ
れ
て
タ
ン
パ
ク
質
が
作
ら
れ
る

瞬
間
を
捉
え
、
こ
れ
を
定
量
的
に
解
析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
神
経
細
胞
と
神
経
以
外
の

細
胞
で
こ
の
よ
う
な
解
析
を
行
い
、
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
経
細
胞
で
の
み
特
別
な

制
御
を
受
け
て
作
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
解
析
で
私
た
ち
が

見
つ
け
た
タ
ン
パ
ク
質
が
神
経
細
胞
の
形
を
制
御
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
お
り
、
神
経

細
胞
ら
し
さ
を
生
み
出
す
仕
組
み
の
鍵
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

神
経
細
胞
が
自
分
で
集
ま
っ
て
組
織
を
形
成
す
る
こ
と
は
整
然
と
し
た
神
経
系
を
構
築
す

る
上
で
欠
か
せ
な
い
過
程
で
す
。
こ
れ
を
体
外
で
再

現
し
、
神
経
組
織
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
そ
の

形
成
機
構
の
解
明
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
疾
患
の

治
療
薬
を
探
索
す
る
た
め
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
脊
髄
と
筋
肉
を
つ
な
ぐ
運
動
神
経
は
軸
索
と
い

う
神
経
突
起
が
束
の
よ
う
に
集
ま
っ
た
組
織
で
す
が
、

こ
の
運
動
神
経
の
よ
う
な
組
織
を
体
外
で
作
り
出
す

こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
i
P
S
細
胞
か
ら

運
動
神
経
細
胞
を
作
り
、
１
万
細
胞
程
度
を
球
状
組

織
に
し
て
、
細
い
通
路
を
も
つ
培
養
デ
バ
イ
ス
で
培

養
す
る
と
、
多
数
の
軸
索
が
通
路
内
に
伸
び
、
自
発

的
に
束
状
組
織
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
産
技
術
研
究
所
の
藤
井
輝
夫
先
生
ら
と
共
同
で

行
っ
た
研
究
で
あ
り
、
開
発
を
先
導
し
た
川
田
治
良

博
士
は
こ
の
技
術
を
基
に
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
起

業
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

化
学
生
命
工
学
専
攻
　
池
内
研
究
室



　

平
成
30
年
２
月
16
日
（
金
曜
日
）
の
午
後
、

工
学
部
５
号
館
に
て
、
化
学
・
生
命
系
３
専
攻

卒
業
生
（
親
和
会
会
員
）
と
３
専
攻
現
役
学
生

と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
様
の
催

し
は
平
成
28
年
か
ら
開
か
れ
、
今
年
で
３
回
目

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
親
和
会
と
３
専
攻
学

生
委
員
会
と
の
共
同
主
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
で
は
、
様
々
な
業
界
・
業
種
で

活
躍
さ
れ
る
親
和
会
会
員
の
方
々
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
聞
い
た
現
役
学

生
に
は
、
自
身
の
進
路
を
考
え
る
上
で
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
こ
う
、
と
い
う
趣
旨
の
企
画
で
す
。

　

午
後
１
時
か
ら
の
前
半
の
部
と
、
３
時
半
か

ら
の
後
半
の
部
に
分
け
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

前
半
の
部
で
は
、
親
和
会
会
員
の
卒
業
生
が
計

14
名
、
現
役
学
生
は
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た

（
写
真
１
）。
後
半
の
部
で
は
卒
業
生
は
す
べ
て

入
れ
替
わ
っ
て
や
は
り

14
名
が
参
加
し
、
現
役

学
生
は
約
50
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
学
生
は
前

半
・
後
半
と
も
通
し
て

出
席
す
る
人
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
現
役
学

生
の
多
く
は
修
士
課
程

の
１
年
生
で
し
た
が
、

博
士
課
程
の
学
生
や
学

部
生
も
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
参
加
者
が
52

号
講
義
室
に
集
ま
り
、

親
和
会
の
尾
嶋
副
会
長

か
ら
の
ご
挨
拶
、
開
催

経
緯
・
趣
旨
の
説
明
に

よ
っ
て
懇
談
会
が
始
ま

り
ま
し
た
（
写
真
２
）。

そ
の
後
、
卒
業
生
の

方
々
に
は
30
分
ほ
ど
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も

使
い
な
が
ら
順
次
、

自
己
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
（
写

真
３
）。
そ
れ
ぞ
れ
の

卒
業
生
の
方
が
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
現

在
の
職
に
就
か
れ
、

様
々
な
業
界
・
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
で
ど
の

よ
う
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
か
、
化
学
系
の
卒
業

生
は
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
、
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
５
号
館
３
階
の
２
つ
の
会
議
室
に
分

か
れ
、
１
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で
、
卒
業
生
と

現
役
学
生
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
４
、

５
）。
卒
業
生
か
ら
は
よ
り
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、

現
役
学
生
も
こ
の
機
会
に
と
、
積
極
的
に
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
卒
業
生
の
所
属
企
業
は
化
学
系
の

ほ
か
、
繊
維
製
品
、
鉄

鋼
、
医
薬
品
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
機
械
、
自
動
車

な
ど
、
多
様
な
業
種
に

渡
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
現
役
学
生
も
、
自

身
が
社
会
に
出
て
か
ら

ど
の
よ
う
に
活
躍
で
き

る
の
か
、
そ
の
幅
広
い

可
能
性
に
つ
い
て
、
よ

り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

後
半
の
部
も
同
様
に
、
３
時
半
か
ら
４
時
ま

で
の
卒
業
生
か
ら
の
自
己
紹
介
、
４
時
か
ら
の

懇
談
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
、
午
後
６
時

頃
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
の
参
加
者
は
、
卒
業
生
側
、
現

役
学
生
側
と
も
に
、
回
を
追
う
ご
と
に
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
回
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
卒

業
生
か
ら
も
、
次
回
は
参
加
し
て
現
役
学
生
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
来
年
は
、
さ
ら
に
大
き
な
会
に
な
る
の
で
は
、

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
が
属
さ
れ
る
業

界
・
職
種
に
つ
い
て
、
現
役
学
生
が
知
る
よ
い

機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
次
回
は
参
加
さ
れ

た
い
と
い
う
親
和
会
会
員
の
方
は
、
お
気
軽
に

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご
自
身

の
経
験
に
基
づ
い
た
お
話
を
学
生
に
聞
か
せ
て
く

だ
さ
っ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
卒
業
生
の
出
席
を

快
く
お
許
し
い
た
だ
い
た
所
属
企
業
の
方
々
に
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
化
学
・
生
命
系
事

務
室
の
皆
さ
ま
に
は
、
準
備
や
学
生
へ
の
周
知
、

後
片
付
け
な
ど
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
山
下　

晃
一　

教
授

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

特
任
研
究
員　

●
長
棟　

輝
行　

教
授

（
一
般
財
団
法
人
）
総
合
研
究
奨
励
会

次
世
代
医
療
技
術
研
究
会　
　
　

●
高
木　

紀
明　

准
教
授

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・

環
境
科
学
研
究
科　

教
授

●
牛
山　

浩　

准
教
授

高
度
情
報
科
学
技
術
研
究
機
構
・

計
算
科
学
技
術
部　

職
員

●
阿
久
津　

好
明　

准
教
授

定
年
退
職
後　

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ

４
月
に
ご
逝
去

●
伊
藤　

慎
吾　

講
師

N
anyang T

echnological U
niversity

A
ssistant Professor

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
立
間
先
生
が
報
告
し
て
い
た

だ
い
た
通
り
、
親
和
会
が
主
催
す
る
形
で
親
和

会
の
Ｏ
Ｂ
と
学
生
が
直
接
懇
談
す
る
懇
談
会
も

今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
年
々
参
加
し

て
い
た
だ
く
企
業
も
増
え
、
企
業
か
ら
も
学
生

か
ら
も
注
目
さ
れ
る
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
参
加
す
る
学
生
の
た
め
に
親
和
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
企
業
紹
介
も
開
始
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
各
企
業
の
参
加
の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記
／
侘
美
次
彦

写真１

写真２

写真３

惜
別
の
春

惜
別
の
春

惜
別
の
春

写真４

写真５

卒
業
生
と
現
役
学
生
と
の
懇
談
会﹇
報
告
﹈

親
和
会
事
務
局
長
　
立
間
　
徹（
昭
和
63
年
工
業
化
学
科
卒
）
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